
資料５－１

平成２４年度厚生労働省行政レビュー（公開プロセス）について

１．行政レビューとは

（１）各府省自ら、予算の支出先等の実態を検証し、これを国民に明らかにした

上で、事業内容の点検を行い、その結果を予算の概算要求や執行などに反映

させる取組。

（２）対象事業は各府省の全事業（事務的経費、人件費を除く 、このうち、各）

府省の選択により一部の事業について、事業内容の点検やこれに基づく見直

し案について、外部有識者を加えたチームによる評価を公開の場で行う。

（公開プロセス）

（３）厚生労働省のレビューの実施は、省内の「予算監視・効率化チーム」

（リーダー：西村副大臣）が中心となり、外部有識者等７名が参加。

＜経緯＞

・行政刷新会議（議長：内閣総理大臣）の指示で平成２２年度から実施

・公開プロセスについては、平成２３年度は震災等で中止、今回が２回目

２．平成２４年度の実施状況

（１）対象事業： 血液製剤対策事業」を含む９事業「

（２ 「血液製剤対策事業」の実施状況）

・実施日：平成２４年６月２１日

・結果：事業の廃止

主な意見 日赤は血液事業で剰余金が発生しており、補助金として措

置すべき事業としては廃止するべき。

なお、今回廃止予定の事業は、国庫補助事業としては廃止するが、今後と

も日本赤十字社の事業として引き続き実施する予定。

＜参考＞
○血液製剤対策事業
（日赤補助金及び献血被害補償対策推進費 平成２３年度予算額３７３百万円）

①献血者健康増進事業費
②血液の安全性確保のための情報システム事業費
③問診技術向上研修事業費
④若年層献血者等確保推進事業費
⑤ウエストナイルウイルス検査体制整備費
⑥特殊製剤国内自給向上対策費
⑦献血推進基盤整備事業費

献血受入確保施設設備整備費、複数回献血協力確保事業費
⑧献血者健康被害補償対策推進費


